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----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

第 39 回 JSiSE 全国大会のご案内 

テーマ： 多様化する教育・学習工学とそれを支える基盤技術

－形式知から経験知・身体知，そして創造性の育成－ 

http://www.jsise.org/taikai/2014/ 

■ 開催日時： 2014 年 9 月 10 日(水) ～ 9 月 12 日(金)

■ 会 場： 和歌山大学 (〒640-8510 和歌山市栄谷 930) 

■ 主 催： 一般社団法人教育システム情報学会

■ 大会日程 (予定)

9 月 10 日 (水) 

9:00～11:50 プレカンファレンス 

13:00～15:10 開催校挨拶・招待講演・企業セッション 

15:30～18:20 一般セッション (インタラクティブ発表・口頭発表) 

9 月 11 日 (木) 

9:00～11:50 一般セッション(口頭発表) 

13:50～15:00 表彰・基調講演 

15:10～18:00 企画セッション 

18:30～20:30 懇親会 

9 月 12 日 (金) 

9:00～11:50 一般セッション(口頭発表) 

13:00～14:00 招待講演 

14:10～16:30 公開フォーラム・クロージングセッション 

(*) 大会日程は変更の可能性があります． 

■ 参加申込のスケジュール

大会 Web サイトから申し込みを行ってください． 

○ 2014 年 8 月 12 日(火) 参加申込締切(郵便振替・コンビニ決済) 

○ 2014 年 8 月 20 日(水) 参加申込締切(クレジットカード) 

■ 宿泊について

京阪神から和歌山大学への毎日の日帰りは大変です．和歌山市内でのご宿泊をお勧めします．大会 Web

サイトの「アクセス・キャンパス・宿泊情報」ページに，会場に近いホテルのリストを掲載しておりま

す．
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■ 大会参加費 

事前申込 当日申込 

一般会員： 7,560 円 

学生会員： 3,240 円 

非会員（学生以外）： 10,800 円 

非会員（学生）： 5,400 円 

論文掲載料： 1,080 円（論文一編につき）

一般会員： 8,640 円 

学生会員： 4,320 円 

非会員（学生以外）： 11,880 円 

非会員（学生）： 6,480 円 

 

全国大会当日，またはそれ以前に入会手続きを行われる場合は，会員料金でお申し込みい

ただけます． 

[懇親会費] 

一般： 5,000 円  学生： 2,000 円 

[懇親会費] 

一般： 6,000 円  学生： 2,000 円 

参加費等はいずれも税込みです．支払いの詳細は，大会 Web サイトをご覧ください． 

プレカンファレンス，招待講演，公開フォーラムの参加は自由です．これらのみに参加する場合は，

大会への参加申し込みは不要です． 

■ プログラム 

 プログラムは変更の可能性があります．最新の状況は大会 Web サイトに掲載いたします． 

 

 特別講演 （9 月 10 日(水) 13:10～14:10） 

講演者未定 

最近の大学改革の動向（「量と質の充実」について） 

 

 基調講演 （9 月 11 日(木) 14:20～15:00） 

前迫孝憲氏 (教育システム情報学会長, 大阪大学大学院人間科学研究科教授) 

伝統と技術革新の狭間 

 

 招待講演 （9 月 12 日(金) 13:00～14:00） 

尾久土正己氏 (和歌山大学観光学部教授) 

和歌山大学の宇宙教育:モデルロケットから宇宙観光まで 

 

 プレカンファレンス （9 月 10 日(水) 午前） 

1. ハンズオンワークショップ：オープンソースで CBT・CAT を実施する環境 Concerto を知ろう 

2. チュートリアル：編集担当委員が語る JSiSE 論文投稿入門 －教育実践をいかに論文化するの

か？－ 

3. ワークショップ：スマホやタブレットを用いたアクティブラーニングと Moodle を活用した電子

書籍（CHiLO Book）による反転授業ワークショップ 

4. ワークショップ：大学での情報教育の現状と課題 

5. ワークショップ：e ラーニング教材の蓄積を活用した大学教育・生涯学習における新しい学習形

態に向けて 

 

 公開フォーラム （9 月 12 日(金) 14:10～16:00） 

身体知・経験知の分析と学習の支援 
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 第 21 回 情報教育フォーラム （9 月 12 日(金) 14:10～16:00） 

教育現場におけるスマホ・タブレットの有効活用のために ---ポストスマホ時代も意識しつつ--- 

 

 懇親会 （9 月 11 日(木)18:30～20:30） 

和歌山大学生協第一食堂にて開催 

 

企画セッション・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（40 件） 

1. プレゼンテーションにおける学習支援（7件） 

2. 日本における情報リテラシー・情報モラル教育 －カリキュラムの国際比較から－（6件） 

3. 新技術の開発と活用による次世代教育・学習環境のデザイン（7件） 

4. キャリアデザインと情報教育（4件） 

5. ゲーム・エンターテーメントと教育システム（4件） 

6. Learning Analytics ver.2 を目指す先端的学習支援技術と学習分析（4件） 

7. e ラーニング環境のデザインと人材マネジメント（4件） 

8. 身体知・経験知に関わる学習の分析と支援（4件） 

 

学生研究特別セッション・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（6 件） 

 

一般セッション（インタラクティブ発表）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（35 件） 

 

一般セッション（口頭発表）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（154 件） 

1. アクティブラーニング（8件） 

2. 医療・看護・福祉教育（4件） 

3. インタフェース（4件） 

4. インフラストラクチャ（2件） 

5. 遠隔教育（2件） 

6. オーサリング支援（4件） 

7. 学習環境デザイン（4件） 

8. 学習者特性・行動分析（4件） 

9. 学習評価・アセスメント（4件） 

10. 協調学習（10 件） 

11. 高等教育（8件） 

12. 語学教育（3件） 

13. 授業設計/インストラクショナルデザイン

（12 件） 

14. 情報リテラシー（8件） 

15. 初等中等教育（6件） 

16. スキル学習（10 件） 

17. 知的学習支援システム（8件） 

18. デバイス活用（4件） 

19. 特別支援教育（4件） 

20. プラットフォーム開発（6件） 

21. プラットフォーム活用（3件） 

22. ブレンディッド学習（4件） 

23. プログラミング教育（16 件） 

24. 分析技術（4件） 

25. マルチメディア活用（4件） 

26. モデリング技術（4件） 

27. 連携型教育（4件） 

 

■ インターネット接続について 

 今大会では，インターネット接続環境の提供は行いません．インターネット接続が必要な方は，モバ

イルデータ通信端末等をお持ちください． 
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■ 予稿集について 

第 37 回大会より講演論文集の印刷を廃止し，CD-ROM、および Web による配布としております．Web

版の予稿集は，9 月 3 日(水)に大会参加者のみに公開され，2015 年 3 月 4 日(水)に一般公開されます．  

■ 協賛金のお願い 

 大会運営のための諸費用として使用させていただく協賛金を募集しております．ご協力賜りますよう，

よろしくお願い申し上げます．詳細は大会 Web サイトをご覧ください． 

■ 大会事務局 

〒533-0005 大阪市東淀川区瑞光 3 丁目 3-25-101 号 

教育システム情報学会 全国大会委員会 

E-mail： jsise-desk@bunken.co.jp 
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習
(
1
)

座
長

：
金

西
計

英
（

徳
島

大
学

）

C
3
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
(
2
)

座
長

：
永

田
奈

央
美

（
静

岡
産

業
大

学
）

D
3
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

授
業

設
計

・
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
シ

ョ
ナ

ル
デ

ザ
イ

ン
(
2
)

座
長

：
谷

口
る

り
子

（
大

阪
国

際
大

学
）

E
3
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

高
等

教
育

(
2
)

座
長

：
吉

根
勝

美
（

南
山

大
学

）

F
3
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

(
2
)

座
長

：
梅

津
孝

信
（

九
州

工
業

大
学

）

G
3
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

協
調

学
習

(
3
)

座
長

：
森

下
孟

（
鹿

児
島

大
学

）

H
3
：

一
般

セ
ッ

シ
ョ

ン

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
教

育
(
2
)

座
長

：
井

口
信

和
（

近
畿

大
学

）

1
1
:
5
0

1
3
:
5
0

1
3
:
5
0

1
4
:
2
0

1
4
:
2
0

1
5
:
0
0

1
5
:
1
0

1
6
:
3
0

T
A
1
：

企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
1
(
1
)

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
学

習
支

援
(
1
)

オ
ー

ガ
ナ

イ
ザ

：
岡

本
竜

（
高

知
大

学
）

，
柏

原
昭

博
（

電
気

通
信

大
学

）
，

小
尻

智
子

（
関

西
大

学
）

，
瀬

田
和

久
（

大
阪

府
立

大
学

）
，

長
谷

川
忍

（
北

陸
先

端
科

学
技

術
大

学
院

大
学

）

座
長

：
長

谷
川

忍
（

北
陸

先
端

科
学

技
術

大
学

院
大

学
）

T
B
1
：

企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
2
(
1
)

日
本

に
お

け
る

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
・

情
報

モ
ラ

ル
教

育
－

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
国

際
比

較
か

ら
－

 
(
1
)

オ
ー

ガ
ナ

イ
ザ

：
加

納
寛

子
（

山
形

大
学

）
，

不
破

泰
（

信
州

大
学

）
，

小
松

川
浩

（
千

歳
科

学
技

術
大

学
）

，
布

施
泉

（
北

海
道

大
学

）
，

江
島

徹
郎

（
愛

知
教

育
大

学
）

，
野

崎
浩

成
（

愛
知

教
育

大
学

）

座
長

：
布

施
泉

（
北

海
道

大
学

）

T
C
1
：

企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
3
(
1
)

新
技

術
の

開
発

と
活

用
に

よ
る

次
世

代
教

育
・

学
習

環
境

の
デ

ザ
イ

ン
(
1
)

オ
ー

ガ
ナ

イ
ザ

：
佐

々
木

整
（

拓
殖

大
学

）
，

三
石

大
（

東
北

大
学

）
，

光
原

弘
幸

（
徳

島
大

学
）

座
長

：
光

原
弘

幸
（

徳
島

大
学

）

T
D
1
：

企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
4

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

と
情

報
教

育 オ
ー

ガ
ナ

イ
ザ

：
西

野
和

典
（

九
州

工
業

大
学

）

座
長

：
西

野
和

典
（

九
州

工
業

大
学

）

T
E
1
：

企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
5

ゲ
ー

ム
・

エ
ン

タ
ー

テ
ー

メ
ン

ト
と

教
育

シ
ス

テ
ム

オ
ー

ガ
ナ

イ
ザ

：
林

敏
浩

（
香

川
大

学
）

，
小

西
達

裕
（

静
岡

大
学

）
，

安
間

文
彦

（
サ

イ
バ

ー
大

学
）

座
長

：
林

敏
浩

（
香

川
大

学
）

T
F
1
：

企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
6

L
e
a
r
n
i
n
g
 
A
n
a
l
y
t
i
c
s
 
v
e
r
.
2

を
目

指
す

先
端

的
学

習
支

援
技

術
と

学
習

分
析

オ
ー

ガ
ナ

イ
ザ

:
安

武
公

一
,
（

広
島

大
学

大
学

）
，

山
川

修
（

福
井

県
立

大
学

）
 
，

中
村

泰
之

（
名

古
屋

大
学

大
学

）

座
長

：
安

武
公

一
（

広
島

大
学

）

S
G
1
：

学
生

研
究

特
別

セ
ッ

シ
ョ

ン
(
1
)

オ
ー

ガ
ナ

イ
ザ

：
西

端
律

子
（

畿
央

大
学

）
，

小
松

川
浩

（
千

歳
科

学
技

術
大

学
）

，
不

破
泰

（
信

州
大

学
）

座
長

：
西

端
律

子
（

畿
央

大
学

）

1
6
:
4
0

1
8
:
0
0

T
A
2
：

企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
1
(
2
)

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
学

習
支

援
(
2
)

オ
ー

ガ
ナ

イ
ザ

：
岡

本
竜

（
高

知
大

学
）

，
柏

原
昭

博
（

電
気

通
信

大
学

）
，

小
尻

智
子

（
関

西
大

学
）

，
瀬

田
和

久
（

大
阪

府
立

大
学

）
，

長
谷

川
忍

（
北

陸
先

端
科

学
技

術
大

学
院

大
学

）

座
長

：
小

尻
智

子
（

関
西

大
学

）

T
B
2
：

企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
2
(
2
)

日
本

に
お

け
る

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
・

情
報

モ
ラ

ル
教

育
－

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
国

際
比

較
か

ら
－

 
(
2
)

オ
ー

ガ
ナ

イ
ザ

：
加

納
寛

子
（

山
形

大
学

）
，

不
破

泰
（

信
州

大
学

）
，

小
松

川
浩

（
千

歳
科

学
技

術
大

学
）

，
布

施
泉

（
北

海
道

大
学

）
，

江
島

徹
郎

（
愛

知
教

育
大

学
）

，
野

崎
浩

成
（

愛
知

教
育

大
学

）

座
長

：
加

納
寛

子
（

山
形

大
学

）

T
C
2
：

企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
3
(
2
)

新
技

術
の

開
発

と
活

用
に

よ
る

次
世

代
教

育
・

学
習

環
境

の
デ

ザ
イ

ン
(
2
)

オ
ー

ガ
ナ

イ
ザ

：
佐

々
木

整
（

拓
殖

大
学

）
，

三
石

大
（

東
北

大
学

）
，

光
原

弘
幸

（
徳

島
大

学
）

座
長

：
三

石
大

（
東

北
大

学
）

T
D
2
：

企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
7

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

環
境

の
デ

ザ
イ

ン
と

人
材

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

オ
ー

ガ
ナ

イ
ザ

：
仲

林
清

（
千

葉
工

業
大

学
）

，
松

居
辰

則
（

早
稲

田
大

学
）

，
加

藤
泰

久
（

N
T
T
）

，
櫻

井
良

樹
（

N
E
C
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
パ

ー
ト

ナ
ー

）
，

北
村

士
朗

（
熊

本
大

学
）

座
長

：
加

藤
泰

久
（

N
T
T
）

T
E
2
：

企
画

セ
ッ

シ
ョ

ン
8

身
体

知
・

経
験

知
に

関
わ

る
学

習
の

分
析

と
支

援

オ
ー

ガ
ナ

イ
ザ

：
曽

我
真

人
（

和
歌

山
大

学
）

，
柏

原
昭

博
（

電
気

通
信

大
学

）
，

小
尻

智
子

（
関

西
大

学
）

，
長

谷
川

忍
（

北
陸

先
端

科
学

技
術

大
学

院
大

学
）

座
長

：
曽

我
真

人
（

和
歌

山
大

学
）

S
G
2
：

学
生

研
究

特
別

セ
ッ

シ
ョ

ン
(
2
)

オ
ー

ガ
ナ

イ
ザ

：
西

端
律

子
（

畿
央

大
学

）
，

小
松

川
浩

（
千

歳
科

学
技

術
大

学
）

，
不

破
泰

（
信

州
大

学
）

座
長

：
西

端
律

子
（

畿
央

大
学

）

1
8
:
3
0

2
0
:
3
0

【
大

会
第

２
日

目
】

　
2
0
1
4
年

9
月

1
1
日

（
木

）

企
業

展
示

【
会

場
：

G
-

2
0
5
/
2
0
6
/
2
0

7
】

昼
休

み

L
2
：

基
調

講
演

前
迫

 
孝

憲
（

教
育

シ
ス

テ
ム

情
報

学
会

会
長

，
大

阪
大

学
）

「
伝

統
と

技
術

革
新

の
狭

間
」

【
会

場
：

G
-
1
0
1
】

表
彰

（
功

績
賞

、
功

労
賞

、
論

文
賞

）
 
【

会
場

：
G
-
1
0
1
】

懇
親

会
 
【

会
場

：
大

学
生

協
】

7



開
始

終
了

A
会

場
【
G
-
2
0
1
講
義
室
】

B
会
場
【
G
-
2
0
2
講
義

室
】

C
会
場
【
G
-
2
0
3
講
義
室
】

D
会
場
【
G
-
3
0
1
講
義
室
】

E
会
場
【
G
-
3
0
2
講
義
室
】

F
会
場
【
G
-
3
0
4
講
義
室
】

G
会
場
【
G
-
3
0
5
講
義
室
】

H
会
場
【
G
-
3
0
6
講
義
室
】

企
業
展
示

9
:
0
0

1
0
:
2
0

A
4
：

一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン

プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
開
発

(
2
)

座
長

：
大
倉
孝
昭
（
大
阪

大
谷

大
学
）

B
4
：
一
般
セ
ッ
シ
ョ

ン

知
的
学
習
支
援
シ
ス

テ
ム

(
1
)

座
長
：
林
佑
樹
（
大

阪
府

立
大
学
）

C
4
：
一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン

初
等
中
等
教
育
(
1
)

座
長
：
西
野
和
典
（
九
州

工
業
大
学
）

D
4
：
一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン

分
析
技
術

座
長
：
隅
谷
孝
洋
（
広
島

大
学
）

E
4
：
一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
学
習
(
2
)

座
長
：
崔
亮
（
北
陸
先

端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

）

F
4
：
一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
(
3
)

座
長
：
山
下
浩
一
（
浜
松

大
学
）

G
4
：
一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン

ブ
レ
ン
デ
ィ
ッ
ド
学
習

座
長
：
金
山
茂
雄
（
拓
殖

大
学
）

H
4
：
一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン

授
業
設
計
・
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
(
3
)

座
長
：
江
木
啓
訓
（
神
戸

大
学
）

1
0
:
3
0

1
1
:
5
0

A
5
：

一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン

プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
活
用

座
長

：
渡
辺
博
芳
（
帝
京

大
学

）

B
5
：
一
般
セ
ッ
シ
ョ

ン

知
的
学
習
支
援
シ
ス

テ
ム

(
2
)

座
長
：
岡
本
勝
（
広

島
市

立
大
学
大
学
院
）

C
5
：
一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン

初
等
中
等
教
育
(
2
)

座
長
：
掛
川
淳
一
（
兵
庫

教
育
大
学
大
学
院
）

D
5
：
一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン

モ
デ
リ
ン
グ
技
術

座
長
：
三
石
大
（
東
北
大

学
）

E
5
：
一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
学
習
(
3
)

座
長
：
松
浦
健
二
（
徳

島
大
学
）

F
5
：
一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
(
4
)

座
長
：
香
川
考
司
（
香
川

大
学
）

G
5
：
一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン

連
携
型
教
育

座
長
：
大
崎
理
乃
（
鳥
取

大
学
大
学
院
）

H
5
：
一
般
セ
ッ
シ
ョ
ン

学
習
評
価
・
ア
セ
ス
メ
ン

ト 座
長
：
森
本
康
彦
（
東
京

学
芸
大
学
）

1
1
:
5
0

1
3
:
0
0

1
3
:
0
0

1
4
:
0
0

1
4
:
1
0

1
6
:
0
0

1
6
:
1
0

1
6
:
3
0

昼
休
み

L
3
：
招
待
講
演

尾
久
土
正
己
（
和
歌
山
大
学
観
光
学
部
）

「
和
歌
山
大
学
の
宇
宙
教
育
：
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
か
ら
宇
宙
観
光
ま
で
」

【
会
場
：
G
-
1
0
1
】

企
業
展
示

【
会
場
：
G
-

2
0
5
/
2
0
6
/
2
0

7
】

O
F
1
：
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
身
体
知
・
経
験
知
の
分
析
と
学
習
の
支
援
」

フ
ォ
ー
ラ
ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
：

曽
我
真
人
（
和
歌
山
大
学
）

プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
：

松
浦
健
二
（
徳
島
大
学
）
，
真
嶋
由
貴
恵
（
大
阪
府
立
大
学
）
，
松
田
憲
幸
（
和
歌
山
大
学
）

【
会
場
：
G
-
1
0
1
】

｢
第
2
1
回
 
情
報
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
｣
（
並
列
開
催

）
【
会
場
：
G
-
1
0
2
】

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
・
大
会
表
彰
式
 
【
会
場
：
G
-
1
0
1
】

【
大

会
第

３
日

目
】

　
2
0
1
4
年

9
月

1
2
日

（
金

）

8



9



 

 

和歌山バス発車時刻表 

和歌山大学へ 

 

● 南海電車「和歌山大学前」駅東口停留所から，和歌山大学へ 

 

（下時刻表の平日の上段の「登校」の欄をご覧ください） 

東口ターミナル 2番のりば：171・172・272・273・78系統をご利用ください 

バスの行き先案内表示は「和歌山大学直行」または，「○○経由 JR和歌山駅」となっています． 

大人片道運賃：100円（平成 27年 3月 31日までワンコインバス） 所要時間：約 4分 

 

「和歌山大学」停留所で下車してください．（「大学門前」では下車しないようご注意ください） 

なお，東口ターミナル 1 番のりばから発車する行き先案内表示が「和大・ふじと台」のバスは，すでに

和歌山大学を経由してきたバスのため，和歌山大学には行きません．ご乗車にならないよう，ご注意く

ださい． 
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● 南海和歌山市駅 停留所から，和歌山大学へ 

 

6番のりば：次郎丸経由 和歌山大学・ふじと台行き 73・77・173・273系統 

7番のりば：延時経由 和歌山大学・ふじと台行き 71・171系統 

いずれかをご利用ください 

大人片道運賃：340円 所要時間：約 20分 

 

「和歌山大学」停留所で下車してください．（「大学口」や「大学門前」では下車しないよう，ご注意く

ださい） 

 

 

 

 

● JR和歌山駅停留所から，和歌山大学へ 

 

4番のりば：71・72・73・171・172・272・273系統をご利用ください 

大人片道運賃：340円 所要時間：約 30分 

 

「和歌山大学」停留所で下車してください．（「大学口」や「大学門前」では下車しないよう，ご注意く

ださい） 
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和歌山大学から 

 

和歌山大学停留所から，以下の各駅へ 

 

 和歌山大学  南海和歌山市駅 

大人片道運賃：340円 所要時間：約 20分 

 和歌山大学  JR和歌山駅 

大人片道運賃：340円 所要時間：約 30分 

 和歌山大学  和歌山大学前駅東口 （バスの行き先案内板表示は「和歌山大学前駅東口」また

は，「和大・ふじと台」と表示されているバスに乗車します．時刻表は，「和歌山大学駅-和歌山大

学」の時刻表の平日「下校」欄をご覧ください） 

大人片道運賃：100円（平成 27年 3月 31日までワンコインバス実施） 所要時間：約 4分 

 

いずれも同じのりばからの発着となります．お乗り間違えのなきよう，行き先をお確かめください。 
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大会会場（基礎教育棟）平面図（1階）

1 階

G－101

　　G－102
　　
休憩室
情報教育フォーラム

G－103

女子便所
男子便所

ス
ロ
ー
プ

ピロティ

ホール

ホール

EV
抜
吹 女子便所

男子便所

大会受付
クローク

開会挨拶
特別講演
基調講演
企業セッション
招待講演
公開フォーラム
クロージング

キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
通

N

G－107
G－108
大会本部

自
販
機

喫煙可
能エリア

無線LANについて：
会場では原則として無線LAN
は提供しません。ネットアクセ
スが必要な方は、テザリング
機能付きの携帯情報端末等を
ご持参ください。

喫煙エリアについて：
喫煙は、G-102室の外の南側に
設けられた喫煙可能エリアで
お願いします。それ以外の場所
は、建物内外とも禁煙です。
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2 階

3階

EV

女子便所

男子便所
吹抜屋上

G－201
A会場

G－202
B会場 G－203

C会場

G－205
企業展示

G－206
企業展示

G－207
企業展示

EV

女子便所

男子便所
吹抜

G－301
D会場

G－302
E会場

G－304
F会場

G－305
G会場

G－306
H会場

屋上

インタラクティブ・セッション

N

大会会場（基礎教育棟）平面図（２階・３階）
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（＊１＊）企画委員会 

 

和歌山大学で開催されます第 39 回全国大会の初日（9月 10日(水)）午前中にプレカンファレンスが開催

されます。以下の企画が予定されております。 

ぜひ，ご参加ください。詳細につきましては，全国大会の Webサイトをご覧ください。 

http://www.jsise.org/taikai/2014/index.html 

 

１）ハンズオンワークショップ：オープンソースで CBT・CATを実施する環境 Concertoを知ろう 

２）チュートリアル：編集担当委員が語る JSiSE論文投稿入門 －教育実践をいかに論文化するのか？－ 

３）ワークショップ：スマホやタブレットを用いたアクティブラーニングと Moodleを活用した電子書籍

（CHiLO Book）による反転授業ワークショップ 

４）ワークショップ：大学での情報教育の現状と課題 

５）ワークショップ：eラーニング教材の蓄積を活用した大学教育・生涯学習における新しい学習形態に                        

向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 担当 ： 林 敏浩、小西達裕、安間文彦（研究会委員会）  

【テーマ】ゲーム・エンターテーメントと教育システム／一般 
http://www.jsise.org/society/committee.html 

【日 時】2014 年 9 月 29 日（月） 
【会 場】香川大学 幸町キャンパス研究交流棟 5 階研究交流スペース 

（〒760-8521 香川県高松市幸町 1-1）http://www.kagawa-u.ac.jp/access/saiwai/ 
 
【趣 旨】遊びと教育は水と油と言われてきましたが、ゲームを用いた教育システムは 古くから研究や

教育実践の対象となってきました。伝統的 CAI の代表的なカテゴリとし てゲーム＆シミュレーシ

ョン型 CAI から、近年ではシリアスゲーム、ゲーミフィケーシ ョンと様々なキーワードを挙げる

ことができます。また、ゲームもビデオゲーム的な コンセプトから、その面白さ、さらにエンター

テーメントまでその裾野が広がり、単 にゲームのインタフェースを持つ教育システムにとどまらな

くなってきました。そこ で本研究会では、広い視点でゲーム・エンターテーメントと教育システム

に関する理 論、設計、実装、教育実践を議論する場の提供することを考えています。さらに、 JSiSE
全国大会企画セッションとの連動企画として位置づけております。盛会にしたい と考えております

ので、是非、うどん県に足をお運びください。 
 
【プログラム】 プログラムは９月初旬に案内予定です。 
【懇 親 会】 研究会終了後、懇親会を開催する予定ですので、プログラム公開時に改めてご案

内させていただきます。 
【問い合わせ先】香川大学 林敏浩  E-mail : hayashi@eng.kagawa-u.ac.jp  

教育システム情報学会（JSiSE） 

2014 年度第 3 回研究会 開催案内(第一報) 

企 画 委 員 会 よ り 
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************************************************* 

JSiSE2014 年度第 2 回研究会 開催報告 
************************************************* 

■日 時 ：7 月 20 日（日） 
■場 所 ：千歳科学技術大学（北海道千歳市） 
■テーマ ：ICT を活用した学習支援と教育の質保証/一般」 
■担当委員：不破 泰（信州大学）、小松川 浩（千歳科学技術大学）、 

布施 泉（北海道大学）、野崎 浩成（愛知教育大学） 
■会場校担当：林 康弘（千歳科技大） 
■発表件数：19 件 
■参加者数：56 名 
■開催報告：  2014 年度の第 2 回研究会は 7 月 20 日（日），千歳科学技術大学（北海道)にて開催されま

した。テーマは，「ICT を活用した学習支援と教育の質保証／一般」でした。 
   今年度の第 2 回研究会の特徴は、日本情報科教育学会「第 7 回全国大会」と「同時開催」であった事

です。本学会と関連する他学会との学術的交流を深めるという趣旨にも配慮し、JSiSE 第 2 回研究会参

加の皆様は、日本情報科教育学会の招待講演等を無料聴講できるように工夫しました。北海道内のみな

らず、東北から九州地方までの全国各地から、50 名を超える参加者の皆様をお迎えし、２教室同時進行

で、丸一日、研究会を開催することができました。 
担当委員の合議により、19 件の研究発表の中から、優秀賞候補を 2 件推薦しました。審査にあたり、発

表論文の多くは、質的に高く、甲乙付け難いというのが正直な感想でした。 
 

 

― 2014 年度 研究会開催予定 ― 
 

 
テーマ 日 時 会 場 

申込 

締切 

原稿 

締切 

第１回 
eラーニング環境のデザインと組織マネージメント/医

療・看護・福祉分野における ICT 利用教育/一般 
5 月 10 日（土） 放送大学 3 月 17 日 4 月７日 

第２回 
ICT を活用した教育の質保証とその評価／一般 

7 月 20 日（日） 千歳科学技術大学 5 月１７日 6 月 7 日 

第３回 
ゲーム・エンターテーメントと教育システム／

一般 
9 月 29 日(月) 香川大学 7 月 1 日 8 月 21 日 

第４回 
タブレットメディア・スマートフォンなどの新しい

ICT を用いた先進的な学習・教育支援／一般 

11 月 1 日（土）又

11 月 8 日（土） 
電気通信大学 未定 未定 

第５回 
新技術の開発と活用による次世代教育・学

習環境のデザイン/一般 

2015 年 

1 月 10 日（土） 
大阪産業大学 11 月 14 日 12 月 5 日 

第６回 

新たなネット時代のソーシャルメディアリテラ

シーと情報倫理/一般 

※第 6 回研究会と並列開催で，和文誌特集

論文研究会を予定 

2015 年 

3 月 21 日(土) 

関東地区で 

開催予定 
未定 未定 

終  了 

終  了 
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国際会議のご案内は、教育システム情報学会の会員のみなさんからの紹介や、インター

ネット上で流れている CFP 情報をもとに編集されています。会員のみなさんに紹介した

い国際会議などがありましたら、ご連絡ください。 

また、実際に国際会議に参加されたレポートなどを送っていただければ今後の国際会議

の案内作成の際に大変参考になりますので、そちらのほうもお待ちしております。 

 
2014 年 11-12 月開催 
☆ICCE2014 Workshop/WIPP（Work-In-Progress Poster）/DSC（Doctoral Student Consortia） 
 （22nd International Conference on Computers in Education） 

・開催期間：November 30- December 4, 2014 
・開催地 ：奈良, 日本 
・URL: http://icce2014.jaist.ac.jp/icce2014/ 

 ・Workshop：http://icce2014.jaist.ac.jp/icce2014/?page_id=727 
 ・WIPP：http://icce2014.jaist.ac.jp/icce2014/?page_id=1931 
 ・DSC：http://icce2014.jaist.ac.jp/icce2014/?page_id=668 
・論文投稿〆切：WIPP/DSC - August 20, 2014 
 Workshop 論文については各 Workshop の Web ページをご確認ください． 

 
☆ICCE2014: 22nd International Conference on Computers in Education 

・開催期間：November 30- December 4, 2014 
・開催地：奈良, 日本 
・URL: http://icce2014.jaist.ac.jp/icce2014/ 
・論文投稿スケジュール: Paper Submission Deadline : May 26, 2014（Extended） 

 
2014 年 9 月開催 
☆KES 2014: 18th International Conference on Knowledge-Based and Intelligent Information & 

Engineering Systems 
・開催期間：September 15-17, 2014 
・開催地： Gdynia, Poland 
・ＵＲＬ ： http://kes2014.kesinternational.org 
・論文投稿スケジュール: Papers (General Sessions): March 15, 2014 

国際会議のご案内 
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国際会議ICCE2014論文募集のお知らせ 

22nd International Conference on Computers in Education 
Nara Prefectural New Public Hall, Nara, Japan 

November 30 to December 4, 2014, 
http://icce2014.jaist.ac.jp 

 
Important dates: 
May 12, 2014 -paper submission 
August 4, 2014 -Notification of acceptance 
  
ICCE 2014 consists of seven theme-based sub-conferences as follows: 
C1: Artificial Intelligence in Education/Intelligent Tutoring System (AIED/ITS) and Adaptive 

Learning (AL) 
C2: Computer-supported Collaborative Learning (CSCL) and Learning Sciences (LS) 
C3: Advanced Learning Technologies, Open Educational Content, and Standards (ALS) 
C4: Classroom, Ubiquitous and Mobile Technologies Enhanced Learning (CUMTEL) 
C5: Digital Game and Digital Toy Enhanced Learning and Society (GTEL&S) 
C6: ICCE Conference on Technology Enhanced Language Learning (TELL) 
C7: Practice-driven Research, Teacher Professional Development and Policy of ICT in 

Education (PTP) 
  
Conference chair: 
Siu Cheung KONG, Hong Kong Institute of Education, Hong Kong 
IPC Coordination Chair: 
Chen-Chung LIU, National Central University, Taiwan 
IPC Coordination Co-chair: 
Hiroaki OGATA, Kyushu University, Japan 
Local Organizing Committee chair: 
Akihiro KASHIHARA, The University of Electro-Communications, Japan 
  
Organized by: Asia-Pacific Society for Computers in Education (APSCE) 
Co-hosted by: JSiSE, JSET, and JAEIS 
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■開催日：7月 20日(日) 

■会 場：千歳科学技術大学 

■概 要：2014年度第２回研究会「ICT を活用した学習支援と教育の質保証／一般」が開催されました。

また，同じく千歳科学技術大学において，7月 19日(土)，20日(日)の両日，本学会が協賛し

ております， 情報科教育学会第 7回全国大会（http://ictedu.u-tokai.ac.jp/jaeis2014/）

が開催されました。情報教育の展開と展望に関し，文部科学省生涯学習政策局情報教育課豊

嶋基暢課長，韓国高麗大学金顯哲教授，中国東北師範大学董玉琦教授の招待講演がありまし

た。ホットな話題が提供され，活発な議論が行われ，盛会に終了いたしました。今後とも，

会員間の交流を図り，国際的な協力及び他の学協会等との協力を進めて参りたいと考えてお

ります。 

 

 

 
 

■開催日：7月 12日（土） 

■会 場：ＹＩＣビジネスアート専門学校・講堂（山口市） 

■概 要：中国支部研究発表会が開催されました。実行委員長は鷹岡亮先生（山口大学）で，8件の口頭

発表があり活発な議論が行われました． 

 

 

 

 
 
学会誌・研究報告のバックナンバーを購入ご希望の方は，㈱毎日学術フォーラムまでお申し込みく

ださい。 
   株式会社 毎日学術フォーラム 

〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋 1-1-1 パレスサイドビル 2 階 
TEL : 03-6267-4550 ／ FAX : 03-6267-4555 
Mail : maf－sales@mycom.co.jp ／ URL : http://maf.mycom.co.jp 

 
  

■JSiSE 会員の方で「研究報告」の年間購読をご希望の方は、事務局までご連絡ください。

この機会にぜひ年間購読されますようおすすめいたします。                   
■年間購読料 4,000 円／年 6 回発行＜送料込＞ 

学会誌・研究報告バックナンバーのお求めは 

中 国 支 部 よ り 報 告 

北 海 道 支 部 よ り 報 告 
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★☆年会費請求書発送について☆★ 

2014年度の年会費の納付期限は、2014年9月末日となっております。ご入金が未だの会員様は期日までにご

納付くださいますようお願いいたします。 

また、年会費未納の会員様につきましては、2013 年度以前の未納が続きますと、ご入金が確認できるまで、学

会発送物をお止めさせて頂く場合がございます。また、定款の定めにより除名手続きを進めさせていただくことと

なります。未納のある会員様は事務局までご連絡をいただければ、期日を過ぎましても受け付けておりますので

宜しくお願い致します。 ご不明な点がございましたら、事務局までメールにてお問い合わせ下さい。 

 
 

JSiSE事務局 E-mail：secretariat@jsise.org 

 
 
※ご登録いただいております情報に変更がございましたら、変更届を事務局までご提出ください。 
 ご連絡が無い場合、学会発送物がお届けできない場合がございます。 
 
 

       ◎ 年会費のご案内 ◎  
■正会員：7,000 円            ■入会金：1,000円（正会員・初年度のみ） 

■学生会員：4,000円           ■研究報告年間購読：4,000 円（購読希望者のみ） 

■企業･団体会員：50,000円 

 

         ◎  新  口  座 ◎ 平成 26年 5月 1日より 

ゆうちょ銀行（口座名義人のみ変更） 
※ゆうちょ間 
口座番号  00180-6-709632 
口座名義人 一般社団法人教育システム情報学会 
フリガナ  ｼﾔ)ｷﾖｳｲｸｼｽﾃﾑｼﾞﾖｳﾎｳｶﾞﾂｶｲ 

※他銀行より 
支店名   〇一九店（ゼロイチキユウ） 
当座預金  0709632 
口座名義人 一般社団法人教育システム情報学会 
フリガナ  ｼﾔ)ｷﾖｳｲｸｼｽﾃﾑｼﾞﾖｳﾎｳｶﾞﾂｶｲ 

三菱東京 UFJ 銀行（新口座） 
支店名   上新庄支店（カミシンジョウ） 
普通預金  0142708 
口座名義人 一般社団法人教育システム情報学会 
フリガナ  ｼﾔ)ｷﾖｳｲｸｼｽﾃﾑｼﾞﾖｳﾎｳｶﾞﾂｶｲ 

みずほ銀行（新口座） 
支店名   茨木支店（イバラキ） 
普通預金  1399483   
口座名義人 一般社団法人教育システム情報学会 
フリガナ  ｼﾔ)ｷﾖｳｲｸｼｽﾃﾑｼﾞﾖｳﾎｳｶﾞﾂｶｲ 

 
 
 

★☆振替口座変更のお知らせ★☆ 
一般社団法人への移行に伴い、平成 26 年 5 月 1 日より本学会取引口座が、上記の通り変更になりまし

たので、お間違いございませんようお願いいたします。 
 

 

 

   事  務  局  よ  り
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 下記の通り、事務局の夏季休業をお知らせいたします。 

平成 26 年 8 月 11 日(月)～8 月 15 日(金) 
 

 ご迷惑をおかけいたしますが、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

一般社団法人教育システム情報学会は、教育分野における情報通信技術の利用に関する学術研究・調査

および情報交換を支援し、教育への情報通信技術の利用を普及させることをその目的としています。 

 定期的に開催される研究会・セミナーなどに、研究成果を発表できることや、 そのほか、定期刊行物

の論文誌、研究報告書(年間購読お申し込みの方)などがお手元に届きます。 

 教育分野における情報通信技術の利用に関する学術研究に興味のあるお知り合いの方がおられました

ら、是非ご紹介をいただきますようお願い申し上げます。 

 

■お申込み方法■ 

 入会をご希望の方は、入会申込書は学会Ｗｅｂページ（http://www.jsise.org/）に掲載しておりますの

で（ＰＤＦファイル）ダウンロードしていいただき、必要事項をご記入の上、 学会事務局にご郵送また

は、FAX か、メールにてお送りいただきますようお願いいたします。 

 ご入会の手続きをいたしますので、後日、事務局から入会金や年会費のお支払い方法などの詳しい資

料を送付します。 

 
☆キャンペーン☆ 

※現在、本学会開催の研究会等で、会場にて新規お申し込みいただいた方には、 
    入会金無料・その場で、学会誌最新刊を進呈させて頂くという 

キャンペーンを行っております。 
そちらも、合わせてご案内いただきますようお願い致します。 

 
 
■学会事務局宛■ 
〒533-0005 
 大阪市東淀川区瑞光 3 丁目 3-25-101 号 

一般社団法人教育システム情報学会 事務局宛  
TEL/FAX 06-6324-7767  Email：secretariat@jsise.org  

 夏 季 休 業 の お 知 ら せ  

 新  入  会  員  募  集   
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１．職名・応募人数：教授 1名 

２．担当学部・研究科等：共通教育部情報部会 

３．専門分野：学習支援システム学 情報システムを活用して学習を支援する研究などを基盤として，情報基

礎教育の研究・企画・運営を行う． 

キーワード：ラーニングテクノロジー，eラーニング，インストラクショナルデザイン，ラーニングアナ

リティクス，LMS（Learning Management System），ユーザインタフェイス，知識情報処理，情報教育 

４．担当科目等：情報基礎科目（コンピュータリテラシー・基礎プログラミング）の企画・運営・講義担当，

およびそれらの実施に関わる LMSの運用，大学院情報理工学研究科総合情報学専攻・情報理

工学部総合情報学科での研究指導および講義担当 

５．応募資格 

(1) 博士の学位を有すること 

(2) 上記の専門分野において研究実績があり，同分野の発展に貢献できること 

(3) 情報基礎教育の経験がある，あるいは情報基礎教育を実施する十分な能力を持っていること 

(4) LMSの運用および LMSを基盤とする授業設計の経験がある，あるいはこれらを行う十分な能力を持って

いること 

(5) 情報系・工学系の大学院生に向けた研究指導および講義を担当できること 

(6) 上記(1)〜(5)を達成するのに十分な日本語能力を有していること 

６．勤務形態：常勤（任期なし（定年制）） 

７．給与：国立大学法人電気通信大学職員給与規程による 

８．採用予定日：平成 27年４月１日 

９．応募書類：応募書類は返却しません．ただし，著書については予めお申し出いただいた場合は返却します．

また，本選考以外の用途に使用することはありません． 

(1)応募申請書類（写真貼付、履歴書、研究業績リスト） 応募申請書の様式をダウンロードし，記入して

ください． 

http://www.uec.ac.jp/about/advertisement/pdf/oubo_sinseisyo.pdf (PDF ファイル) 

http://www.uec.ac.jp/about/advertisement/date/oubo_sinseisyo.doc (MS-word ファイル) 

(2)専門分野に関連する主要著書・論文の別刷りまたはコピー，および主要論文の概要（５編程度） 

(3)これまでの研究概要（A4 用紙 2頁以内．専門分野との関連を明示のこと） 

(4)今後の研究計画概要（A4 用紙 2頁以内．専門分野との関連を明示のこと） 

(5)研究・教育に関する経験や理念・抱負など（A4用紙 1頁以内） 

(6)参考となる意見を伺える方 3名（国内外それぞれ 1 名以上を含む）のお名前，所属，連絡先住所（E-mail

アドレスを含む），および応募者との関係 

(7)結果を通知するための返信用封筒（定型封筒に返信先を明記し，82円切手を貼ってください．） 

１０．選考方法：書類審査を通過した方に対して，人事面接による審査を行います．その際の交通費，宿泊費

は応募者でご負担ください． 

１１．応募締切：平成 26年 10 月 15日（水）必着 

１２．問い合わせ先：電気通信大学大学院情報理工学研究科総合情報学専攻 教授 柏原 昭博 

E-mail: akihiro.kashihara[at]inf.uec.ac.jp （[at]を@で置き換えて下さい） 

電子メールにてお問い合わせください． 

１３．書類送付先：〒182-8585 東京都調布市調布ヶ丘１−５−１ 

電気通信大学 共通教育部 情報部会事務室 宛 

※封筒表面に「情報部会教員応募書類在中」と朱書きし簡易書留で郵送のこと．併せて，

発送の旨 

を E-mail（akihiro.kashihara[at]inf.uec.ac.jp）でお知らせ下さい．） 

１４．その他 

・ 本学では，全ての教員が学術院に所属し，担当学部・研究科等へ配置されます． 

・ 本学では男女共同参画を積極的に推進しており，女性の方が働きやすい環境を整える努力をしています．

詳しくは下記 URLの電気通信大学男女共同参画推進本部ホームページをご覧ください． 

  http://www.uec.ac.jp/about/activity/gender_equality/ 

電気通信大学教員公募のお知らせ 
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